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豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会会議録 

 

日時：202５年８月５日（火）午後２時～午後３時１０分 

場所：豊明市役所 新館１階会議室４ 

 

出席者 

あいち尾東農業協同組合 安江委員、豊明市商工会 中野委員、名古屋鉄道株式会社 尾関委

員、中部経済産業局 北野委員、愛知県政策企画局 岡本委員（代理：石川様）、学校法人桜花学

園 根尾委員、連合愛知尾張東地域協議会 佐藤委員、市民公募 脇本委員 

合計 8 名 

 

欠席者 

学校法人藤田学園 金田委員、とよあけ市民大学ひまわり 斎藤委員、株式会社中日新聞社 

青山委員、市民公募 濱松委員 

合計 ４名 

 

１． 開会 

(１)あいさつ 

(委員長あいさつ) 

   このまち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会は今年が節目の年となります。２０２５年

度からは第６次総合計画が始まるので、今までの実績を評価して良かった点は継続してい

き、改善点は対策を考えていきたいので、皆さんの忌憚のないご意見をよろしくお願いい

たします。 

 

 （市長あいさつ） 

   大変暑い中、また企業によってはお休みに入っているところもある中、お集まりいただき

ましてありがとうございます。今までは市の最上位計画である総合計画とこのまち・ひと・

しごと創生総合戦略とそれぞれあって、矛盾のないように運営をしてきたが、来年度より

総合計画の中に総合戦略を取り入れた状態で運営していきたいと思っています。人口の状

況としては、豊明市はずっと微減している状態になっており、自然減も社会減も起きてい

ます。社会減については住宅開発を２か所行っており、１か所が完了に向かっているため、

一定程度増える状態になると思います。また、外国人については増え続けており、特にベト

ナムの方が豊明市は住みやすいと SNS 等で発信していただいている影響もあり増えてい

ます。いずれにしても、人口については将来的に増えていくことはなく、どこかで減り続け

ることとなります。また、交流人口など新しい概念も加わってきているので、それも含めて
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忌憚のないご意見を賜れれば幸いでございます。よろしくお願い申し上げます。 

 

（2）委員会の公開について 

事務局（企画政策課長）より説明 

傍聴人０名 

 

２． 議題 

(１)第２期豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略の実績報告について 

事務局（企画政策課長）より資料 1-1、1-2、2 に基づき説明 

  

 ● 質疑等 

(北野委員) 

職場で働きやすいと思っている女性の割合について、実績が 45.8％となっているが、各

事業の実績などを見ると、良い数値が並んでいるように思われる。それでも働きやすいと

思う女性の割合が５割を切るということは、例えば職場の環境などの要因があるのか。 

（事務局） 

   各事業としては実績値にもあるように様々な取り組みを実施しているが、主観指標につ

いては、働きやすいと思う女性の割合以外にも子育てしやすいと思う市民の割合や教育環

境などの満足度などが総合計画策定の中でも課題として出てきている。今後、こどもまん

なかや子育てしやすい環境づくりが次期計画の大きな柱になってくると感じている。 

（市長） 

事業所も市役所もだが、管理職に女性の方々がなりたがらないという課題がある。市役所

で言うと、課長までは女性の方が増えてきているが、部長については今の健康福祉部長が

歴代で２人目になる。子連れ出勤の事業については象徴的な事業として進めている。男性

育休についても、男性が家事を全部担って女性が休める状態になっているわけではないな

どの問題もある。社会全体として、国の出方を待っているわけではなくて男性女性ともに

家事育児を分担した状態にしていかないと、男性と同様の働きやすい環境にはなっていか

ないと思っている。 

 

（脇本委員） 

   花のふるさと納税事業について、国の方針変更により取り扱いが厳しくなり減少している

との説明だったが、2025 年度の目標値が 150 というのは、前の段階で設定しているも

のがそのままとなっているのか。 

（事務局） 

   おっしゃる通り。その際に変更すればよかったが、変更しないままとなっている。次期計画

の中では花のふるさと納税事業のような細かい事業単位ではなく、ふるさと納税というも
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う一つ大きな括りの中で進捗管理する方向で考えている。 

（市長） 

豊明市では花き市場があるので、全国から花は集まってくるが花の生産がほとんどなく

なった。総務省の規制として生産地でないと返礼品が出せなくなっているため、花き市場

からの返礼品が出せなくなった。ふるさと納税の返礼品として、障がい者の就労支援施設

が色々あるので、その方々と連携してその人たちが作った製品などを積極的に活用してい

こうと考えている。 

 

（石川様） 

１点目がプロフェッショナル人材等の就職支援事業について、目標値に対して実績値が低

くなっているが、どういった点が課題となっているのか。２点目が、ネウボラ事業について

昨年度の実績値が大幅に増加していると説明があったが、何か工夫されたことなどあれば

教えてほしい。 

（経済建設部長） 

１点目について、従前は商工会の事業で無料職業紹介件数だったが、KPIを市の若者就職

相談件数に変更しているため、目標値に届いていない。 

（健康福祉部長） 

２点目について、昨年度こども家庭センターを設置した。やっていること自体は今まで通り

保健師と相談員が対応している。また、重層支援センターも立ち上がっているので、連携を

強化している。 

 

（安江委員） 

共生交流プラザカラット運営事業について、多くの人が利用しており、活性化しており良

いと感じている。このような事業を他にも考えているのか。 

（市民生活部長） 

カラットは市の中心部にあり、動きやすく活性化しているため、ここを拠点としてやってい

くことを考えている。その一方で、南部や北部からのアクセスがしづらい等の課題はあるが、

まずはカラットを拠点にしていく。 

 

（尾関委員） 

地域資源を活かしたまちづくりの推進について、屋外イベントについては雨天や猛暑など

の影響を受けやすいので難しい部分はあると思うが、色々なイベントをやることと、地域の

特性を活かしたもので発信していくのは大切なことだと思っている。市制５０周年のとよあ

けダービーマラソンについては、豊明市の個性がうまく出ており、来場者も多いイベントだ

と思う。このような取り組みを四季折々で計画して情報発信していくことが交流人口の増

加につながると思うので、何か計画されているものがあれば教えていただきたい。 
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（教育部長） 

  とよあけダービーマラソンについては非常に盛況であったため、中京競馬場の理解もいた

だきながら、今後 5 年ごとの周年事業として継続的に進めていきたいと考えている。 

（市長） 

 １１月 16 日に藤田医科大学のフジタホール２０００をお借りして、「市民と奏でる合唱の祭

典」という合唱音楽会を開催する。フジタホール２０００は、一般的に貸し出ししていないが、

協力いただき、会場としてお借りできることになった。コーラスグループがコーラスを披露

するほか、観客側も一緒に参加するイベントになる。市内の資源を持っている団体があるの

で、そういったところとコラボレーションしながら進めていきたいと考えている。 

（根尾委員長） 

今ご説明いただいたイベントについてはホームページ等ですでに発信されているのか。 

（市長） 

 １００人合唱のメンバーを募集していたので、既にホームページ等で発信している。駐車場

の課題があったが、藤田医科大学さんから３００台ほど借りられることになったので、これ

から３か月ほど情報発信して観客席側にもたくさん来ていただきたいと思っている。 

 

（中野委員） 

企業立地支援事業について、新規立地企業の数ということだが、どのようにはかっている

のか。 

（経済建設部長） 

実際に企業を立地された数の累計で、２０２４年度については１件計上している。 

（中野委員） 

工業団地の整備も進み、進出のオファーが結構来ているので、立地があるといいと商工

会としては思っている。 

 

(２)次期総合戦略の案について 

事務局（企画政策課長）より資料３、４に基づき説明 

      

  ● 質疑 

（石川様） 

めざそう値の設定方法について、③または④と回答した割合の 1/4、1/6 等を加えた数値

といった考え方は、豊明市独自の考え方なのか、何か参考にされたものがあるのか。 

（事務局） 

重要度満足度分析を活用するというのは豊明市独自になる。1/4 や 1/6 等は他自治体を

参考に内部で検討した結果となる。 
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（石川様） 

近隣市町との転入・転出の動向について、名古屋市が転入・転出とも一番多くなっている。

差し引きで名古屋市へ転出する人の方が多いという数字が出ているが、転出される方の年

代や要因などは把握しているか。 

（事務局） 

令和５年度に転出された人を対象にアンケートを実施した。年代の傾向を見ると２０代が

最も多く、次いで３０代が多くなっている。性別では男性の転出の方がやや多くなっている。

アンケート結果を見ると、若い人は通勤通学に便利なところがよいという理由が読み取れ

る。３０代４０代になると、結婚や子どもが生まれたことによる住宅の住み替えなどによる

転出といった傾向がわかった。 

 

（脇本委員） 

SDGs について、２０３０年までの目標になるが、最期の２０３１年度はどのように扱うの

か。 

（事務局） 

SDGs の目標自体は２０３０年までになるが、SDGs で定めている１７の目標はどれも２０

３０年以降も大事なものになるので、総合計画の中では SDGs の考え方に基づいて、豊明

市の人たちが誰一人取り残されないよう、幸せに暮らしていけるようにという考えのもと

に設定している。 

 

 (根尾委員長) 

   次期総合戦略の案について、承認ということでよろしいでしょうか。 

  （異議なし） 

 

(根尾委員長) 

        他に質問や意見はないか。 

ないようなので本日の議題は終了し、事務局へお返しする。 

 

(事務局) 

    ありがとうございました。以上で委員会を終了する。 

以上 



2025（令和 7）年度第２回 豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会 

次第 

 

日時 2025 年８月 5 日（火） 

午後２時 00 分～午後 4 時 00 分  

会場 豊明市役所 新館１階 会議室 4 

 

１．開会 

 

 

２．議題  

 

（１）第２期豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略の実績報告について 

  2024（令和 6）年度の評価結果 

  総合戦略関連の主な事業 

      企業版ふるさと納税の実績及び重点事業について 

 

（２）次期総合戦略の案について 

 

 

３．その他 
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1 安江　真理子
あいち尾東農業協同組合
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関係機関及び団
体の代表

2 中野　敏宏
豊明市商工会
副会長

関係機関及び団
体の代表

3 尾関　謙治
名古屋鉄道株式会社
地域活性化推進本部
まちづくり推進部長

関係機関及び団
体の代表

4 北野　昌美
中部経済産業局
地域経済部 地域振興・人材政
策課長

関係機関及び団
体の代表

5 岡本　晃範
愛知県政策企画局
企画調整部地方創生課長

関係機関及び団
体の代表

6 金田　嘉清
学校法人藤田学園
藤田医科大学　副学長

学識経験を有す
るもの

7 根尾　文彦
学校法人桜花学園
学芸学部　教授

学識経験を有す
るもの

委員長

8 佐藤　元紀
連合愛知尾張東地域協議会
副代表

関係機関及び団
体の代表

9 斎藤　純恵 とよあけ市民大学ひまわり
関係機関及び団
体の代表

10 青山　直樹
中日新聞　日進通信部
記者

関係機関及び団
体の代表

11 脇本　泰志 市民公募
公募により選出
された市民

12 濱松　美保 市民公募（再任）
公募により選出
された市民

任期：2024年７月１日から2027年６月３０日まで

豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会 委員一覧
2025年４月１日現在

氏名



 

 

 

第２期 豊明市 

まち・ひと・しごと創生総合戦略 
 

202４（令和６）年度の評価結果 
 

 

 

 

２０２5(令和 7)年度８月 
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第２期豊明市総合戦略における数値目標及び重要業績評価指標（KPI）2024（令和 6）年度実績及び評価結果 

KPI の評価方法について  

○国の評価方法に準じて下記のとおり評価  

 基準値と目標値を比較して事業の進捗具合を評価 

 
※①Ｃついては、事業の休止や基礎調査等実際の進捗を数値化することが困難であるものなど 
※③については、外的要因等により実施が困難なもの、計画策定時にＫＰＩ設定を⾏ったが未実施の事業など

判定 進捗状況 

① 目標達成に向けて進捗している 

 Ａ 数値目標を定めており、現時点で目標を達成している 

Ｂ 数値目標を定めており、現時点で目標を達成していない 

Ｃ 数値目標を定めていない 

② 現時点では、目標達成に向けた政策効果が必ずしも十分に発現していない 

③ 現時点において、統計上実績値の把握が不可能なもの 

1



〈１．基本目標ごとのKPI実績〉

基本目標１　　【　しごと活力創生プロジェクト　】　生産性が高く、働きがいを感じる企業が多いまちをつくる

数値目標

No. 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

1 千円 589,317 420,038 471,108 451,512 437,936 497,830 589,317 ②

2 件 38 46 37 41 26 12 124 ②

3 人 1,098 1,400 1,742 1,748 1,594 1,631 2,014 ①B

4 % 46.5% 52.6% 54.4% 44.8% 46.0% 54.6% 62.8% ①B

施策１．地域の経済活動が盛んなまちをつくる

①魅力ある職場づくりを促進する

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

5
起業・創業者支援事

業
創業支援計画に基づき、創業支援セミナーを実
施する。

創業支援対象
者数

人/年 41 73 57 80 151 122 55 ①A

6
新規就農者の受入れ

事業
新規就農者に対して国の給付金の給付や、農地
バンクの要件緩和により新規就農者を支援する。

新規就農者数 人/年 2 2 3 3 4 6 2 ①A

②産業の活性化を図る

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

7 軽トラ市の開催事業
井ノ花公園及び桜ヶ丘公園での軽トラ市を開催
し、地元商業新しい掘り起しを支援する。

軽トラ市開催数 回/年 11 6 8 11 11 6 13 ②

8
空き店舗を活用した
活性化事業

空き店舗を活用した事業に対する賃料補助を実
施する。

空き店舗活用
補助件数

件/年 0 0 0 0 0 0 2 ②

指標

法人市民税額

起業・創業件数（50代以下）

市内就業者のうち市内在住者数

市民のうち市内で働きたいと思う若者の割合
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施策２．若い人たちの地元での就労を促進する

①若い人たちが働ける場をつくる

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

9 企業立地支援事業

市内外の企業（製造業等）による新たな工場等の
立地を促進させるべく、以下の体制を整備する
とともに、当該事務の実施について市内企業の
ほか、市外及び県外企業に向けてPRを行う。

新規立地企業
数

企業
(累計)

32 33 37 37 39 40 40 ①A

10
工業団地整備検討事
業

雇用の場を創出するため、第５次豊明市総合計
画及び第３次豊明市都市計画マスタープランの
土地利用構想において、工業団地の整備を検討
する。

柿ノ木工業団地
整備事業進捗
率（事業内容

ベース）

% 0 15 35 52 78 96 100 ①B

11
プロフェッショナル人
材等の就職支援事業

若年者向けの就職支援事業を実施する。
若年者就職相

談件数
件/年 87 14 10 5 13 7 170 ②

②若い人たちと企業をつなぎ、人材の確保・育成を図る

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

12 社宅整備等支援事業
従業員用の住宅の新築、新規賃貸契約物件の家
賃、管理費の一部補助する。

補助件数 件/年 4 0 1 1 2 5 10 ①B

13
ユニバーサル就労推
進事業

市内の働きたい全ての人に対して日常生活、社
会、就労における自立のための支援を行う。

推進事業利用
者の就労人数

人/年 － － - 8 8 5 5 ①A

4

4

0

5

0③

基本目標1　進捗集計

①A

①B

①C

②

3



数値目標

No. 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

14 人 3,485 3,296 3,351 3,419 3,408 3,652 2,793 ②

15 人 3,715 3,145 2,929 3,517 3,425 3,490 3,959 ②

16 人 51,303 2,677 2,239 4,025 44,357 5,578 63,500 ②

17 千円 24,340 24,559 19,668 21,133 16,338 24,159 43,000 ②

18 件 302 381 355 309 335 439 350 ①A

施策１．若い人の豊明市への愛着を深め、新しい感性を活かしたまちづくりを推進する

①住み続けられる住宅・環境を確保する

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

19
親との同居・近居購
入費補助事業

補助件数 補助件数 件/年 286 292 270 273 244 214 300 ②

20-1
住居系市街地の整備
促進事業

寺池土地区画整理事業進捗率（事業費ベー
ス）

寺池土地区画
整理事業進捗
率（事業費ベー

ス）

% 1 7 17 43 72 82 100 ①B

20-2
住居系市街地の整備
促進事業
(2023年度追加)

間米南部土地区画整理事業進捗率（事業費
ベース）

間米南部土地
区画整理事業
進捗率（事業費

ベース）

% 0 - - - 7 17 59 ①B

施策２．とよあけの歴史・伝統・文化に誇りを持ち、継承・創造できる環境をつくる

①地域資源を活かしたまちづくりを推進する

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

21
古戦場まつり開催事業
（観光協会事業）

歴史的観光資産である「桶狭間の戦い」を起点に
した古戦場祭りを開催する。毎年６月第１土・日曜
日に桶狭間古戦場伝説地及び高徳院等にて実施
する。

来場者数 人/年 35,480 - - - 31,099 500 40,000 ②

22
史跡を活用した誘客事
業

市内の史跡を活用をしてガイドボランティアの協
力で桶狭間古戦場のガイドを実施する。

観光ガイドの利
用客数

人/年 12,838 2,677 2,239 4,025 11,049 5,078 20,000 ②

23
桶狭間関連商品の開発
事業

「桶狭間の戦い」にちなんだお土産品の開発を進
めるとともに、豊明市が「桶狭間の戦い」の地とし
てPRする。

桶狭間関連新
商品開発数

商品(累
計)

0 3 11 15 18 20 20 ①A

ふるさと納税の寄附金額

市内のイベント、お店、施設がメディアで紹介された件数

基本目標２　　【　ひとが集うまち創生プロジェクト　】　誰もが訪れたい、住みたいと思うような、ひとが集う魅力あふれるまちをつくる

指標

転出者数（年間）

転入者数（年間）

桶狭間古戦場関連の観光客数（年間）
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施策３．とよあけの魅力を高め、訪れる人を増やす

①人や企業とのつながりを創出、拡大を推進する

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

24

花で起こす！豊明ロー
カルイノベーションプロ
ジェクト推進事業（花マ
ルシェ事業）

花のイメージ定着及び関連商品開発を行い、地
域資源である「花」をキーワードにした商品の企
画開発販売を行い、新産業の創出を目指す。

とよあけ花マル
シェ商品の販売

金額

千円/
年

5,334 7,556 7,753 10,371 10,146 7,514 9,000 ①B

②とよあけの魅力を域内外へ発信する

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

25
情報発信事業（観光
事業）

観光Webサイトを活用し、市のPRを行う。
観光Ｗｅｂサイト
年間閲覧件数

件/年 61,998 73,671 51,114 58,061 91,712 142,354 80,000 ①A

26
ホームページ管理事
業

市からの情報発信手段であるホームページを、誰
もが支障なく利用でき、必要な情報が受け取れ
るよう管理する。

年間アクセス数
万件/

年
30 56 58 37 31 26 36 ②

3

3

0

8

0

基本目標２　進捗集計

①A

①B

①C

②

③

5



数値目標

No. 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

27 人 8,732 8,659 8,548 8,469 8,366 8,212 10,445 ②

28 人 8.0 7.6 7.7 7.0 7.0 6.6 10.1 ②

29 人 1.31 1.41 1.42 1.32 1.38 1.23 1.60 ②

30 % 83.4% 76.3% 90.2% 82.3% 85.9% 80.5% 92.3% ②

31 % 50.0% 46.2% 40.2% 42.2% 44.7% 45.8% 56.7% ②

32 人 15 9 8 5 0 4 0 ①B

施策１．子どもを安心して産み育てられるまちをつくる

①仕事と子育ての両立ができる環境をつくる

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

33 ネウボラ事業

コーディネータを配置し、地区担当保健師と共に
妊娠期から切れ目ない支援ができるようにする。
また、要支援者については支援プランを作成す
る。

支援プラン作成
件数

件/年 60 45 49 47 53 197 60 ①A

34
休日保育、延長保育
事業

土曜日延長保育（18時半まで）を、引き続き
100％を堅持する。

18:30までの
土曜日延長保
育実施割合

% 100 100 100 100 100 100 100 ①A

35
放課後子ども教室事
業

放課後の子どもの居場所づくりとして放課後子
ども教室を実施する。

実施校数 校
7

※2021年度数
値

8 7 7 7 7 8 ①B

36 子連れ出勤事業
子どもと子育て家庭に温かい地域づくりの機運
醸成を図ることを目的として、子連れ出勤を実施
する市内事業所へ普及啓発業務を委託する。

子連れ出勤普
及啓発事業委
託事業者数

件（累
計）

2
※2024年度当

初数値
- - - - 3 4 ①B

施策２．子どもが地域とつながり、大人になったときにも地域で活動できるまちをつくる

①地域ぐるみで子どもを育て見守る環境をつくる

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

37
共生交流プラザ管理
運営事業

市民や地域の多様な主体が交流し、世代や分野を超え
てつながる場所として、共生交流プラザの管理運営を
行う。

延べ利用者数 人/年 - - - 273,854 323,157 337,220 250,000 ①A

38
学校運営協議会推進
事業

「学校応援団」として、「地域でどのような子どもたち
を育てるのか」、「何を実現していくのか」を目標に、地
域と学校が共有し、一体となって子どもたちを育むた
め、学校運営協議会を設置する。

学校運営協議会
の設置数

箇所（累
計）

1 1 3 3 4 5 11 ①B

職場で働きやすいと思っている女性の割合

待機児童数（10月1日時点）

基本目標３　　【　子どもの学びと育ち創生プロジェクト　】　教育環境を整え、子どもを安心して産み育てられるまちをつくる

指標

0～14歳の子どもの数

豊明市の出生率
（人口1,000人に対する出生数）

合計特殊出生率

子育てが楽しいと思っている市民の割合
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②地域の特色を活かした教育を充実させる

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

39
定住外国人日本語教
育推進プレクラス・プ
レスクール事業

外国にルーツを持つ子どもに対して、日本語及び生活
習慣について習得する機会をつくり、円滑な学校生活
への適応を図る。

プレクラス等年間
受け入れ人数

人/年 41 38 43 65 68 61 60 ①A

40
日本語指導推進事業
（2022年度追加）

日本語指導専門員による日本語指導が必要な児童生
徒に対し各関係機関とのコーディネートを行い、日本
語教育を推進する。（定住外国人日本語教育推進プレ
クラス・プレスクール事業の対象者を含む）

日本語指導が必
要な児童生徒数
のうち日本語指
導専門員が対応
した児童生徒数

%
60

※2021年度数
値

- 60 65 78 64 80 ①B

41
英語検定受験料補助
事業

日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定（以
下「英検」という。）を受験する児童生徒の養育者に対
して、検定料を補助する。

英語検定受験料
補助件数

件/年
210

※2023年度数
値

- - - 210 174 250 ②

施策３．女性が職場や地域で活躍し続けられる環境をつくる

①職場で女性の活躍の場を増やす

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

42 男女共同参画講座
すべての人が社会においても家庭においても輝ける
ために、女性の社会進出、男性の家庭進出のための講
座の開催。

受講者数 人/年 831 440 1,150 910 860 913 860 ①A

5

5

0

7

0

基本目標３　進捗集計

①A

①B

①C

②

③

7



基本目標４　　【　暮らしの満足創生プロジェクト　】　都市機能が充実し、安全・安心で暮らしの満足度の高いまちをつくる

数値目標

No. 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

43 % 63.9% 64.7% 62.5% 55.9% 60.4% 60.6% 67.7% ②

44 % 62.1% 65.1% 64.7% 62.0% 63.6% 61.5% 73.0% ②

45 % 16.1% 15.0% 15.0% 13.7% 14.8% 11.2% 34.0% ②

施策１．市民が安心できる医療や福祉の戦略を多様な主体者が連携して実行されるよう整備する

①多様な主体者が連携して、行動できる環境をつくる

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

46
いきいき笑顔ネット
ワーク事業

高齢者の医療介護に関する情報をＩＣＴネットワークを
通じて多職種で共有し、支援を行う。

ＩＣＴで情報共有
できている患者

数

人(累
計)

727 1,076 1,123 1,146 1,181 1,270 1,250 ①A

47
おたがいさまセン
ター「ちゃっと」事業

掃除や買い物等、ちょっとしたことを頼みたい人、助
けたい人をマッチングする。

サポーター登録
者数

人 266 293 366 390 408 437 450 ①B

48
ボランティアマッチン
グ事業

おたがいさまセンター「ちゃっと」による、ボランティア
をしたい人と受け入れたい人がそれぞれ登録し、マッ
チングを行う。

マッチング件数
件（累
計）

4,786 - - - 19,063 24,102 26,000 ①B

49
ＬＧＢＴ理解促進研修
事業

全ての市民の人権を尊重し、多様な生き方を互いに
認め合い、誰もがこころ豊かに暮らせる街を目指し、Ｌ
ＧＢＴ理解促進研修を実施する。

受講者数
人（累
計）

1,040 1,778 3,036 4,379 5,664 6,844 5,700 ①A

施策２．自然を確保しながら生活に不自由のない街をつくる

①都市機能が充実した拠点を形成する

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

50

医療・福祉・高齢者等の
生活支援拠点整備事業
（けやきいきいきプロ
ジェクト事業）

けやきいきいきプロジェクトにより整備した生活支援
拠点により高齢者の生活を支援する。

高齢者等の相
談件数

人/年 1,144 1,103 1,233 1,128 1,259 1,147 1,400 ①B

51
南部公民館機能充実事
業

南部公民館の機能を充実させ、前後駅周辺の市民
サービスの向上を目指す。

南部公民館の
利用者数

人/年 31,007 13,113 34,592 19,277 19,987 53,704 36,000 ①A

自分達の考えが地域の活動に取り入れられていると思う若者の割合

指標

医療や福祉施設、制度の利用者の満足度

市内の移動がしやすくなったと思う市民の割合

8



②安全・安心で、利便性、持続可能性の高い街をつくる

No. 創生事業名 事業概要 KPI 単位
基準値

（2019）
実績値

（2020）
実績値

（2021）
実績値

（2022）
実績値

（2023）
実績値

（2024）
目標値

（2025）
進捗

52

高齢者を中心とした交通
不便地域における健康増
進・地域経済好循環に向
けたオンデマンドライド
シェア「チョイソコとよあ
け」事業

高齢者等お出かけに不便を感じている住民の生活維
持と健康増進を図るため、オンデマンド型乗合タク
シー事業のチョイソコとよあけを運行する。

１便当たり乗車
人数

（年平均）
人/便 1.6 1.7 1.5 1.5 1.5 1.4 2.1 ②

53 コンビニＡＥＤ設置事業
24時間営業のコンビニエンスストアにAEDを設置す
る。

24時間営業の
コンビニの
AED設置率

% 100 100 100 100 100 100 100 ①A

4

3

0

4

0③

基本目標４　進捗集計

①A

①B

①C

②

9



〈２．計画内に記載はないが、KPIを設定し進捗を管理している創生事業〉
番号 創生事業名 事業概要 KPI 単位

基準値
（2019年度）

実績値
（2020年度）

実績値
（2021年度）

実績値
（2022年度）

実績値
（2023年度）

実績値
（２０２４年度）

目標値
（2025年度） 進捗

1 中学生の職場体験事業
中学2年生を対象とした市内外事業者で
の職場体験を実施する。

職場体験実施事業所数（延べ数） 箇所/年 209 - 52 173 188 172 256 ②

2 市内企業への就職活動支援事業
市内企業への雇用定着を図るため、企業
合同説明会を実施する。

企業合同説明会等開催回数 回/年 1 1 3 2 2 2 5 ①B

3 空き家解体費補助事業
空き家の解体を促進するため、解体費の
一部補助を実施する。

補助件数 件/年 1 3 3 3 4 6 10 ①B

4
古戦場まつり開催事業（観光協会
事業）

桶狭間古戦場まつりと同時に開催される
名鉄主催の「名鉄ハイキング」と連携し、市
内観光スポットをめぐるウォーキングを実
施する。

観光関連ウォーキング参加者数 人/年 2,985 - - - 2,209 - 3,500 ③

5 甲冑製作補助事業（観光協会事業）
桶狭間の戦いを身近に体験していただく
ため、段ボールを使った甲冑制作教室を
開催する。

参加者数 人(累計） 15 43 62 88 112 137 180 ①B

6 花のふるさと納税事業
豊明花き市場や市内事業者と連携し、ふ
るさと納税のお礼の品として提供できる
花関連の返礼品の開発を行う。

ふるさと納税に対する花関連の返
礼数

件/年 94 85 8 7 2 3 150 ②

7
中京競馬場を利用した観光（古戦
場）の開催事業

豊明市で集客力のある中京競馬場を使っ
てシティセールスを行うため、観光（古戦
場）に関する出店を行い「豊明市＝桶狭間
の戦いの地」であることを来場者に印象付
ける。

観光ブースの出店回数 回/年 1 - - - 1 - 3 ③

8
駅前賑わい創出「エキカツ」を核と
した商工活性・駅周辺機能活性化
事業

豊明市商工会青年部を中心とした駅活実
行委員会を主体としに駅前での賑わい創
出、市内への経済循環施策の取り組みを
実施する。

駅前商店での飲食店の出店 件（累計） 3 - 4 5 5 6 4 ①A

9 移住支援事業
東京圏から豊明市へ移住し、就業又は起
業した方に移住支援金を支給する。

支援件数 支援件数 0 0 0 0 0 0 1 ②

10 病後児保育事業
病気回復期の児童を専用施設にて一時保
存する。

病後児の預かり登録人数 人 99 66 87 94 80 70 150 ②

11 産後ケア事業、産後健診事業
産後健診の補助券発行や産後ケアを実施
する。

産婦健診助成事業による受診率 % 100 88 85 97 94 82 100 ②

12 不妊治療への助成事業
一般不妊治療の本人負担額の1/2（上限
10万円）に対し助成を行う。

不妊治療助成件数 件/年 63 63 94 18 - - 65 ③

13 駅前での子育て世代支援事業
名鉄前後駅周辺の施設内で小規模保育を
実施する。

前後駅周辺での小規模保育施設数 箇所 0 0 1 1 1 1 1 ①A

14 一時預かり事業
家庭において保育を受けることが困難等
となった乳幼児について、保育所にて一
時預かりを行う。

一時保育の延受入人数（１日人数×
年間日数）

人 1,402 527 549 610 492 403 4,200 ②
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15 男性も参加できる子育て講座事業
妊娠期子育て期の親向けの教室（マタニ
ティクラス）を、妊婦だけでなくパートナー
も参加しやすいよう土日にも開催する。

マタニテイクラス参加者のうち男性
の占める割合

% 30.7 40.5 45.3 41.7 41.2 42.6 35.0 ①A

16 英語活用能力アップ事業
小学生を対象とした市内でのデイキャン
プを実施する。※2023年度で終了

イングリッシュキャンプ参加人数
（小学校）

人 40 - - 44 48 - 40 -

16-1 英語活用能力アップ事業
小学生を対象に英語に親しむイベントを実
施する。※2024年度から開始

イングリッシュフェスタ参加人数（小
学校）

人 - - - - - 65 ①A

17 英語活用能力アップ事業
中学生を対象とした豊根村での宿泊キャ
ンプを実施する。※2023年度で終了

イングリッシュキャンプ参加人数
（中学校）

人 17 - - 18 18 - 15 -

17-1 英語活用能力アップ事業
中学生を対象に英語に親しむイベントを実
施する。※2024年度から開始

イングリッシュフェスタ参加人数（中
学校）

人 - - - - - 23 ①A

18
地域の特性を生かした講座の開
設・充実事業

地域の特性を生かした講座を実施する。 講座開催数 回/年 11 10 12 15 14 14 16 ①B

19 女性の復職支援プログラム事業
潜在保育士の復帰支援及び子育て支援員
の養成研修を実施する。

プログラムを利用して復職した人
の数

人(累計) 1 0 0 0 0 0 5 ②

20 日本語ボランティア養成事業
日本語ボランティアの養成及び資質向上
のため、基礎知識から授業方法などにつ
いての講義を実施する。

講座の参加人数 人（累計）
20

※2020年度
数値

20 33 43 61 82 100 ①B

21 地域公共交通の利便性向上事業
地域公共交通網形成計画の策定及びコ
ミュニティバスの路線再編等により、利便
性の向上を目指す。

コミュニティバス利用者数 万人/年 16.7 12.5 13.5 14.8 16.0 17.1 22.2 ①B

22 ＮＰＯ支援事業
市民提案型まちづくり事業により、市民活
動団体の自立を支援する。

年間支援件数 件/年 10 11 9 9 13 16 12 ①A

23 再生可能エネルギー推進事業
新エネルギーシフトを実践する市民に対し
て、エネファーム設置費用の補助を実施す
る。

V2H導入補助件数 件（累計）
4

※2022年度
数値

- - 4 4 1 60 ②

6

6

0

8

3③

進捗集計

①A

①B

①C

②
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第 2 期総合戦略主な創生事業 2024 年度実績 基本目標１ しごと活力創生プロジェクト  

事業名：工業団地整備検討事業 

事業概要 

市内企業の流出を防止するとともに市外企業の誘致を図り、市内に雇用の場を創出するため、第 3 次豊明市都市計画マスタープランにおいて産業

ゾーンに位置付けられており、かつ、広域的な交通アクセスに優れた柿ノ木地区で工業団地の整備を行う。 

本事業は愛知県企業庁が事業主体として整備し、本市は事業が円滑に推進するように積極的な事業協力を行う。 

＜柿ノ木工業団地＞ 

 施行面積 16.6ｈａ（分譲面積 約 12.1ｈａ） 

 事業期間 2020 年度から 2025 年度まで（予定） 

 業  種 製造業 

 アクセス 伊勢湾岸自動車道 豊明ＩＣから約 5ｋｍ、 伊勢湾岸自動車道 刈谷スマートＩＣから約 3ｋｍ 

2024 年度の取り組み実績及び評価認識 

２０２４年度は、第３次分譲を行い引き続き立地企業を募集した。 

本市においては、愛知県企業庁及び都市計画道路名古屋岡崎線の道路整備と連携協力しながら円滑に事業を進めることができた。 

また、柿ノ木開発事業負担金として愛知県企業庁及び愛知中部水道企業団へ負担金を支出した。 

今年度及び翌年度以降の展開 

２０２５年度は、造成工事の完了を８月に予定している。また、立地企業への引き渡しを１０月に予定している。 

本市においては、開発区域外で生じる市負担の工事施工分について、引き続き愛知県企業庁への負担金（柿ノ木開発事業負担金）にて対応する。 

事業のイメージ 

 
造成地区を 

北西から見た写真① 

造成地区を 

北西から見た写真② 
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第 2 期総合戦略主な創生事業 2024 年度実績 基本目標２ ひとが集うまち創生プロジェクト  

市制 50 周年記念マラソン大会＠とよあけダービーマラソン 

事業概要 

市制５０周年を記念して、中京競馬場にてマラソン大会を実施。ファミリーラン、10ｋｍマラソン、フル／ハーフリレーマラソンのカテゴリを用意し、

幅広い方々からエントリーをいただけるようにした。また、マラソンのスタート前後に実施したマーチングバンド演奏や、ゴール付近でのお菓子セット

配布、ステージイベントとしてキッズチアダンス、チアダンスを実施するなど、子どもから大人まで、走っている時間以外も楽しめるイベントとした。 

2024 年度の取り組み実績及び評価認識 

市広報、SNS だけでなく、金山駅や名古屋駅においてスクエアビジョン、デジタルサイネージを活用した広告展開を行ったこともあり、子どもから

高齢者までおよそ 2,500 名の方々にご参加いただけた。参加者の年齢層についても、特定の年代に偏ることがなく、第２期豊明市スポーツ推進計

画の基本理念である「誰もが いつでも いつまでも 気軽にスポーツに取り組める 生涯スポーツのまち とよあけ」を体現できた。 

受付での滞留や、式典時間の遅延等、細かい部分での課題はあったが参加者からはとても好評であり、再開催の要望も多く上がっている。 

また、普段は立ち入り禁止の場所となっている競馬場内を走ることができ楽しかったと感じた参加者が多く、他のマラソン大会とは一線を画した

大会となった。 

今年度及び翌年度以降の展開 

参加者からの評価が高かったことから、市制 5 周年毎の記念事業として開催が予定されることとなった。（次回は 2027 年度） 

幅広い年代が楽しんで参加できるマラソン大会とすることは、「生涯にわたるスポーツの活動の推進、環境の整備」であり、開催を中京競馬場など

豊明市を代表する場所にすることで、「スポーツによる地域づくり」に繋がる。これらは、豊明市スポーツ推進計画の基本目標であることから、マラソ

ン大会がスポーツ振興の中心となるような大会としていきたい。 

２０２４年度大会で良かった点は踏襲しつつ、性別、年代問わず楽しんで参加でき、豊明の名物となる大会を目指す。 

事業のイメージ 
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第 2 期総合戦略主な創生事業 2024 年度実績 基本目標 3 子どもの学びと育ち創生プロジェクト  

保育園 ICT 化推進事業  

事業概要 

公立保育所７園へ ICT を活用した業務支援システムの導入をし、保護者へは登降園等データの家族間共有や、 

保護者と園の間における連絡のデジタル化を進め、やり取り等の負担軽減と満足度を向上するとともに、保育士に 

ついては事務作業の負担軽減をすることにより、こども一人ひとりに合った保育の実現や、安全管理、保育の質向上 

に取り組む。 

2024 年度の取り組み実績及び評価認識 

システム運用開始前に保護者向け案内文を作成し、保護者のアプリダウンロードを促進した。また 2024 年７月から試験的にお知らせメール一斉

配信を開始し、その後再度保護者向けの案内を配布して９月から登降園管理や保護者連絡機能を追加した本格的な運用を開始した。段階的に保護

者がアプリに慣れていく期間を設けたことも、ダウンロード数や保護者アンケートによる満足度を伸ばした要因だと思われる。 

今年度及び翌年度以降の展開 

保護者の利便性がさらに向上にするよう機能の追加等を検討することで、既存の利用者がアプリを継続利用するよう努めるとともに、新規入園

の保護者にもアプリのダウンロードを促していく。 

事業のイメージ 
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第 2 期総合戦略主な創生事業 2024 年度実績 基本目標 4 暮らしの満足創生プロジェクト  

 

重層的支援体制整備事業  

事業概要 

複合的な課題を抱える世帯や、既存制度の狭間にある人に、継続的かつ包括的な支援を行う仕組みであり、「誰ひとり取り残されない社会」を①

家庭全体の課題を把握し関係機関と連携する「多機関協働事業」、②制度の狭間にいる人に寄り添いながら支援につなげる「アウトリーチによる継

続的支援事業」、③地域の多様な主体と連携し資源を創出する「地域づくり事業」、④困難を抱える人の社会参加を促す「社会参加事業」の 4 つを柱

に事業を展開している。特に豊明市では、医療・福祉分野の専門職を各法人から派遣出向で受け入れ、まちづくり部門である共生社会課内に「重層

支援センター」を設置。行政内外の専門職と地域が一体となり、支援と地域づくりが両輪で循環する体制を構築し、地域共生社会の実現をめざす。 

2024 年度の取り組み実績及び評価認識 

202４年度は、重層的支援体制整備事業を委託から直営に切り替え、「重層支援センター」を共生社会課内に設置。多職種による常勤体制を整備

し、複合的課題を抱えるケースへの支援や体制構築の司令塔として機能している。継続的支援を行う中で、地域の社会資源が不足しているとケース

が蓄積・疲弊する課題があり、共生社会課の地域づくり機能を生かし、相談支援と資源づくりの両輪による事業推進を行った。事業実施する中で、

高齢者よりも、子ども・若者・ひきこもり・生活困窮に関する相談が多く、これらの分野で支援体制が脆弱である実態が明らかになり、特に不登校や

家庭不和などが将来の困難につながる傾向が見られ、早期発見・対応の体制強化の必要性がわかった。 

今年度及び翌年度以降の展開 

子育て支援課が対応する家庭相談の多くが虐待案件で占められ、予防的支援や軽度な相談への対応が困難な状況にある。また、教育委員会のス

クールソーシャルワーカー（SSW）も学校の意向に沿った対応にとどまり、ソーシャルワーク本来の支援が十分に機能していない。こうした課題を踏

まえ、重層支援センターでは、児童相談所の介入に至る前段階の家庭を対象とした相談支援体制を強化し、早期発見・早期対応を進め、不登校支援

を入口に家庭の養育環境を整えることを目指す。また、生活困窮者自立支援事業と重層支援事業の重なりを活かし、緊急支援・居住支援・家計・就

労・不登校等の課題に対して一次相談窓口となる体制の構築を翌年度以降も継続的に推進していく。 

事業のイメージ 

 

 

 

 

ネグレクト世帯への      介入拒否世帯へ  困窮・引きこもりの 困窮家庭へのリユース       困難を抱える子供の    学校法人と        不登校や引きこもりの     小学生・中学生の   分野や世代を超えた 

ゴミ出し支援          アウトリーチ支援  就労移行支援    支援のためのイベント        居場所支援         障害児の交流       居場所支援            無料学習支援     ミニ四駆活動支援 

4



寄附額 

企業版ふるさと納税を活用した寄附の軽減効果 

名古屋競馬株式会社様（2023） 

 

千代田工業株式会社様（2024） 

企業版ふるさと納税の実績及び重点事業について 

 第 2 期豊明市まち・ひと・しごと創生総合戦略における地方創生事業について、企業版ふるさと納税を受

けることが可能となる地域再生計画「豊明市まち・ひと・しごと創生推進計画」を作成し、２０２０（令和 2）年

11 月に内閣府より認定を受けました。また、税制改正に伴い、企業版ふるさと納税が 2027 年度末まで延

長されました。 

 豊明市は、本制度を活用して様々な企業から積極的に寄附を募り、本計画に基づく地方創生プロジェクト

に共感いただいた企業から、2024（令和 6）年度末までに多くの寄附をいただきました。 

●概要 

 企業版ふるさと納税は、企業が寄附した金額の最大 9 割軽減を活用しながら、地方創生を応援でき、社会

貢献や企業の PR にもつながる寄附制度です。 

 

 

例）1,000 万円の寄附で最大 900 万の軽減効果があり、企業負担は 100 万円（1 割）に圧縮されます。 

●寄附実績 

 

 

 

●2025（令和 7）年度以降の寄附重点募集事業 

■共生交流プラザ（愛称：カラット）運営事業 

 

 

 

 

損金算入による軽減効果 

国税＋地方税 

法人住民税+法人税控除 法人事業税控除 企業負担 

年度 寄附法人数 寄付金額 寄附を受けた創生プロジェクト 

2022 

（R4） 
1 社 非公表 

子どもの学びと育ち創生プロジェクト 

■共生交流プラザ「カラット」管理運営事業 

2023 

（R5） 
1 社 4,000 千円 

人が集うまち創生プロジェクト 

■「三崎水辺公園」改修事業 

2024 

（R6） 
５社 

4,600 千円 

（うち 1 社金額非公表、 

うち 1 社物納寄附） 

人が集うまち創生プロジェクト 

■「三崎水辺公園」改修事業 

子どもの学びと育ち創生プロジェクト 

■共生交流プラザ「カラット」管理運営事業 

コーユーレンティア株式会社様（2022） 

約 1 割 

通常寄附の軽減効果 

 

豊明市企業版ふるさと納税（市 HP） 

約 3 割 4 割 2 割 

資料２ 

2025/8/5 



資料３
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③成果指標（アウトカム） ②まちづくり指標（アウトカム） 
活動指標（アウトプット） 

※行政評価で把握 

①重要業績評価指標（KPI） 

（アウトカム） 

指標の現状値及びめざそう値について 

1. 指標の種類 

 

 

 

2. 現状値及びめざそう値について 

（１） 主観指標 

現状値及びめざそう値を設定するため、市民の皆さまの満足度を数値で測るアンケート調査を実施しました。 

アンケートによる回答方法は４択①「そう思う」②「どちらかといえばそう思う」③「どちらかといえばそう思わない」④「そう思わない」となっており、現状値

は①または②と回答した人とします。めざそう値は誰一人取り残さない理念のもと、③または④と回答した人たちが、施策を実施することで①または②に

変わることを目標値とします。 

 市民アンケート 子どもアンケート 職員アンケート 

調査対象 
市内にお住まいの１６歳以上の方の中から、

無作為に 3,000 人を抽出 

市内の小学５年生（５９１人）及び 

中学２年生（５９０人） 

豊明市職員３９３人 

調査方法 郵送と WEB 回答を併用 学校を通じて WEＢ回答を依頼 電子システムにて実施 

調査期間 2025 年 5 月 1 日（木）～5 月 23 日（金） 2025 年 5 月 12 日（月）～5 月 23 日（金） 2025 年 5 月 7 日（火）～5 月 21 日（水） 

回収状況 

・配 布 数 3,000 票 

・有効回収数 1,698 票 

・有効回収率 56.6% 

・配 布 数 1,181 票 

・有効回収数 1,060 票 

・有効回収率 89.8% 

・配 布 数 393 票 

・有効回収数 380 票 

・有効回収率 96.7% 
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番号
重要度
満足度

めざまち番号 主観指標名 単位 現状値 1/2 1/4 1/6 1/8

2 A 1
こどもが心豊かに育ち、子育て世代が住み続けられるまちだと思う市
⺠の割合

% 73.3 84.4 78.8 77.0 76.1

8 C 9
歴史や文化が受け継がれ、地元愛あふれ訪れたくなるまちだと思う市
⺠の割合

％ 46.2 72.4 59.3 54.9 52.8

 

 ■めざそう値の設定方法 

現状値の区分 めざそう値の計算方法 

重要度満足度分析により 

（A）重点改善項目に該当 
現状値に、③または④と回答した割合の 1/4 を加えた数値 

重要度満足度分析により 

（B）重点維持項目に該当 
現状値に、③または④と回答した割合の 1/6 を加えた数値 

重要度満足度分析により 

（C）改善項目（D）現状維持項目に該当 
現状値に、③または④と回答した割合の 1/8 を加えた数値 

※重要度満足度分析：市民意識調査（2024 年 6 月実施）の結果は参考資料のとおり 

  （例） 

 

  

 

 

 

 

 

 

２番：重要度満足度分析において「（A）重点改善項目」に該当するため、③④の合計「22.1」（回答なしを除く）の 1/4 である「5.5」を、現状値に加えた 

「78.8」をめざそう値とする。 

８番：重要度満足度分析において「（C）改善項目」に該当するため、③④の合計「52.4」（回答なしを除く）の 1/8 である「6.６」を、現状値に加えた 

「52.8」をめざそう値とする。 

 

（2） 客観指標 

将来人口（政策要因推計）から算出します。 



戦略 番号
重要度
満足度

主観指標名 単位 現状値 1/2 1/4 1/6 1/8

1 A
こどもが心豊かに育ち、子育て世代が住み続けられるまちだと思う市
⺠の割合

% 73.3 84.4 78.8 77.0 76.1

2 A
多様性を尊重した学びの場が広がり、子どもたちが一人残らず心満た
されるまちだと思う市⺠の割合

% 45.1 69.4 57.3 53.2 51.2

3 A 自分のことが好きな子どもの割合 % 74.4 87.2 80.8 78.7 77.6

4 A
医療や介護の環境が整っており、誰もが安心して暮らせるまちだと思
う市⺠の割合

％ 73.2 86.0 79.6 77.5 76.4

5 D 人と人が寄り添い、つながりながら⽀えあうまちだと思う市⺠の割合 ％ 52.7 75.3 64.0 60.2 58.3

6 D 誰もが健康で楽しく活動できるまちだと思う市⺠の割合 ％ 61.7 80.0 70.8 67.8 66.3

7 B
お互いを尊重し、それぞれの個性や強みを活かしてつながりあえる安
全安心なまちだと思う市⺠の割合

％ 58.0 78.3 68.2 64.8 63.1

8 A 気軽に外出でき、⽣活しやすいきれいなまちだと思う市⺠の割合 ％ 78.9 88.8 83.8 82.2 81.4

9 A いつまでも住み続けられる、安全で快適なまちだと思う市⺠の割合 ％ 75.2 86.9 81.0 79.1 78.1

10 C
歴史や文化が受け継がれ、地元愛あふれ訪れたくなるまちだと思う市
⺠の割合

％ 46.2 72.4 59.3 54.9 52.8

11 C
自分らしく働く場所があり、産業が盛んな活気あるまちだと思う市⺠
の割合

％ 29.2 63.8 46.5 40.7 37.8

■KPI（客観指標）

戦略 番号 単位 現状値 めざそう値

戦略１ 12 人 8,250 8,064

戦略３ 13 人 -212
1,800

（累計）

客観指標名

０〜１４歳の子どもの数

転入超過数（転入者数ー転出者数）

算出方法

将来人口（政策要因推計）か
ら算出
※下げ幅を抑える指標
将来人口（政策要因推計）か
ら転出抑制効果を算出
※目標値は2031年度までの累計

戦
略
４

■KPI（主観指標）

総合戦略のKPI一覧

めざそう値(案)̲６年後(2031年度)

戦
略
１

戦
略
２

戦
略
３
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